
共催：ノーステック財団（チャレンジフィールド北海道）、
　　  北大リサーチ＆ビジネスパーク推進協議会、
　　  特定非営利活動法人 産学連携学会

TKP札幌駅カンファレンスセンター2階  ホール2B 
（札幌市北区北7条西2丁目9 ベルヴュオフィス札幌）

● 定員：現地50名／オンライン100名
● 受付時間：14:30～

● 対象：大学、支援機関のCD人材、職員
 自治体の産学連携担当者
 金融機関等の民間機関での地域連携部門担当者
 オープンイノベーション担当者

11 21（金）
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産学連携コーディネーター育成研修会 

【札幌医科大学 スタートアップ・研究支援講座】　特任教授 石埜 正穂氏
【ライラックファーマ株式会社】　代表取締役 須佐 太樹氏
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会場 50名 オンライン 100名● 定員 ※定員となり次第終了

※交流会は現地会場での参加者のみとなります。

● 問い合わせ先

TEL：011-792-6150　E-mail：yugo@noastec.jp

公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財団）

下記ＵＲＬもしくは二次元バーコードよりお申し込みください
https://forms.gle/FK2i8CMr9eEf1KjH7

2025年11月19日（水）● 申込期限

● 申込方法

事業戦略統括部　担当・上ヶ島／札幌市北区北21条西12丁目コラボほっかいどう

〈 今後の予定テーマ 〉

16 30～17 30

15 00～16 30

11 21（金）2025第1回

12月10日(水)
大学発知財の創出・社会実装・商業化、大学発スタートアップ等

第２回

第3回 ※テーマや講師等については現在調整中。2026年1月開催予定

交流会

セミナー
◎テーマ ◎テーマ
「深化する産学官連携
-情と利のバランスが大事-」

「永続的な産学官連携構築に
向けた大切なこと」

2024年4月から現職。2010年国立研究開発法人科学技術振興機構
（JST）イノベーションコーディネータ賞 ・ 若手賞を受賞。文部科学省
科学技術・学術審議会産業連携・地域支援部会（第9期）地域科学技
術イノベーション推進委員会委員に従事。現在、国立研究開発法人科
学技術振興機構（JST）産学コーディネーター育成プログラム委員会
委員を務める。産学官連携活動において大切な、参画組織の「らしさ」
を最大限活かす活動に従事。技術アウトリーチを専門とし、北見工業
大学のプレゼンス向上に向けた活動を推進。
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学校法人立命館理事、立命館大学副学長（研究担当）。2011
年国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）イノベーション
コーディネータ賞を受賞、2024年独立行政法人中小企業基盤
整備機構（中小機構）功労者感謝状を受理。学外委員として文
部科学省大学研究力強化委員、理化学研究所事務アドバイザ
リー・カウンシル委員、茨木市産業振興アクションプラン推進委
員会委員長等を務める。現在立命館大学研究部門の責任者と
して、研究高度化を牽引。


